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の多くは荒川区居住者であるが，それについで足立区

が多く，その他の荒川区隣接区も増えつつある，今後

とも患者の増加が予想される．

 28．最近の欧米の心臓血管外科事情

          （心臓血管外科）須磨 幸蔵

 8月にモナコで開催された第17回世界心臓血管外科

学会に出席する機会を利用して，アメリカ，フランス

の心臓血管外科の施設6ヵ所（Texas Heart lnstitute，

Methodist Hospital， Univ． of Alabama， Johns HoP－

kins Hospital， H6pital Broussais， Pitie・Salpetriere）

を見学した．それぞれ世界的に有名な施設であるので

手術症例数も多く，夏休み期間でチーフが不在でも手

術は行なっていた．いずれも虚血性心疾患に対する

ACバイパス術の症例が多かった．大伏在静脈グラフ

トの末梢側吻合の手順は各施設で異っていたが，プロ

リーン系1本を用いて連続縫合で吻合を行なう点では

各施設で共通であった．前下行枝に対しては内胸動脈

が積極的に用いられていた．

 わが国では非常に多くの施設（約250施設）で少数例

を扱うが，欧米では割合少ない施設で多数の症例を扱

う．この点で彼我の差が表れるものと考えられる．

 29．第二病院外科の現況と展望

              （外科）榊原  宣

 本年も中山恒明先生，長尾房大先生，矢沢知海先生

をはじめ，多数の先生方の御出席をえまして，女子医

大第二病院外科臨床研究会の例会を開催することが出

来ました．あつく御礼申し上げます．

 ここで，われわれ外科の1年間の研究成果をあげて

みますと，胃癌・大腸癌の腫瘍所属リンパ節に関する

研究（免疫反応や免疫賦活剤のこれに及ぼす影響な

ど），消化器癌・乳癌における腫瘍マーカーの臨床的有

用性の研究，消化管内視鏡診断へのビデオ・エンドス

コープの導入，さらにその有用性に関する研究，閉塞

性黄疸時の循環動態の研究，食道静脈瘤に対する内視

鏡的硬化剤注入療法の臨床的研究などがあります．こ

のように研究態勢は徐々にではあるが整備されつつあ

り，また，臨床面でも手術症例数は著るしく増加して

おります．今後とも諸先生方の格別の御指導お願い申

し上げます．

 30．抄録なし
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